
Be a rescuer.
常に「救助者」であるために　  。

大会を目指し、競技種目「ロープブリッジ救出」の訓練
に励む田川地区消防の朝部翔太さん（伊方：写真手前）
と藤村祐人さん（上野）。救いたい命のため、そして自
らを守るため、日々の鍛錬と研さんを重ねています。
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平穏な日常を脅かす災害の恐怖。

命をも落としかねないまさかの時は、

前触れもなく突然訪れます。

この町も決して例外ではなく、

幾度も危険にさらされています。

問題が広範囲で同時多発的に、

前触れも無く起こる非日常の状況下、

自身を守るのは日常の備えと意識。

今月は２度に渡る「九州北部豪雨」で

未曽有の災害を経験した朝倉市から、

「命を守る」ための教訓を学びます。

特 

集

平成30年 平成21年 平成15年

観測史上最大、町内で
７月５日から３日で

前年７月の倍以上にあたる
降水量423 ｍｍを記録し
た昨年の豪雨。町初となる
最大級の警報「避難勧告」
が発令され、252人が避
難する事態となりました。
神崎地区の広範囲が冠水、
赤池の草場地区では住宅
２件が孤立するなど、死
者のないことが幸運と呼べ
る大災害を経験しました。

記録的な大雨が各地
で水害や土砂災害

を引き起こした「中国・九
州北部豪雨」。町でも豪雨
が３日間にわたり降り続
き、土砂崩れで民家２棟
が崩壊、５人が生き埋め
となり、うち１人が尊い命
を失いました。あの経験と
教訓を永久に忘れないよ
う、７月24日は「防災の
日」に制定され、毎年黙と
うがささげられています。

未明から突如激しさを
増した雨は、国土交

通省上野観測所で午前２
時からの４時間で161ミリ
の降水量を記録。短時間
で年間平均の１割にあたる
雨がたたきつけました。道
路は土砂で寸断、低地は
水没。嘉穂劇場も被災し
たこの雨で、土砂崩れ 81
か所、家屋半壊５棟、床
上床下浸水83棟の甚大な
被害を町にもたらしました｡
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災
害
前
、
地
区
に
は
約
２
５
０

世
帯
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
約
40
％
の
１
０
０
世
帯
に
ま

で
減
少
。「
家
屋
被
害
が
な
く
て

も
、
裏
山
の
崩
壊
を
恐
れ
て
避
難

を
続
け
る
人
も
い
る
。
生
活
再
建

を
目
指
し
て
も
、
農
業
を
で
き
る

土
地
や
道
具
が
全
て
流
さ
れ
、
や

む
な
く
長
年
続
け
た
稼
業
を
捨

て
、
都
市
部
に
転
職
し
た
人
も
大

勢
い
る
。
時
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が
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ほ
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、

地
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る
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る
の
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い
か
」と
伊
藤
会
長
は
危
機
感

を
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し
た
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「
家
族
、
家
、
大
切
な
も
の
、

多
く
が
失
わ
れ
た
。
被
災
し
て
の

２
年
間
は
苦
悩
の
連
続
で
し
た
。

し
か
し
、
ど
ん
な
に
つ
ら
く
て
も

災
害
を
経
験
し
た
者
と
し
て
の

責
任
が
あ
る
。
こ
こ
で
起
き
た
悲

劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
災

害
か
ら
得
た
教
訓
を
伝
え
続
け

た
い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　
「
雨
が
過
ぎ
去
っ
た
と
き
、
ど

こ
が
自
分
の
家
か
分
か
ら
な
い
。

流
れ
込
ん
だ
土
砂
や
流
木
で
全
て

を
失
っ
た
人
も
い
る
。
山
間
部
に

お
け
る
国
内
最
大
の
災
害
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」２
年
が
過
ぎ
た
今

も
残
る
災
害
の
爪
跡
を
、
朝
倉
市

の
住
民
組
織「
松
末
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
」の
伊
藤
睦む

つ

人と

会

長
は
静
か
に
見
つ
め
ま
し
た
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勾

配
の
き
つ
い
谷
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に
あ
る
松
末
地

区
で
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、
付
近
を
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赤
谷
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落
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の
土
砂
と
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５
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６
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る
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ど
、
最
も
大
き
な

　
「
平
成
24
年
に
も
豪
雨
を
経
験
し

ま
し
た
が
、
一
部
地
区
が
孤
立
す
る

な
ど
危
機
は
あ
っ
た
も
の
の
、
人
的

被
害
が
無
か
っ
た
。『
今
回
も
大
丈

夫
』、
そ
の
根
拠
の
無
い
自
信
が
私
た

ち
の
判
断
を
誤
ら
せ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」と
伊
藤
会
長
は
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り
返
り

ま
す
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一
生
に
一
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呼
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成
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年
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降
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し
か
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平
成
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年
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１
３
０
㎜
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及
び
ま
し
た
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想
定

外
を
想
定
す
る
こ
と
。
準
備
に
上
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
の
避
難
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か

ら
ぶ
り
』に
な
っ
て
も
、そ
れ
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
意
識
が
大
切
で
す
」。

　

災
害
時
に
は
住
民
の
安
否
確
認
を

行
い
、
松
末
小
学
校
へ
の
避
難
を
主

導
。
被
災
後
は
避
難
所
で
住
民
の
困

り
ご
と
を
市
に
伝
え
る
な
ど
奔
走
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続
け
た
伊
藤
会
長
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行
政
と
の
意
見
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す
る
な
ど
、
情
報
共

有
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腐
心
し
て
き
ま
し
た
。「
将
来

の
展
望
を
知
る
こ
と
が
希
望
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。

住
民
の
思
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が
反
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さ
れ
た
復
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を

実
現
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住
み
や
す
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地
域
を
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戻
し
た
い
」と
前
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向
き
ま
し
た
。
災

害
か
ら
２
年
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全
住
民
の
願
う
復
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へ
の
道
の
り
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

全
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想
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怖

「
か
ら
ぶ
り
」で
も
早
期
避
難
を

人的被害35人、家屋1,400件以上、朝倉市に過去
最大級の被害を与えた２年前の「九州北部豪雨」。
朝倉市街と東峰村の中間に位置する、朝倉市の
山間部・松

ま

末
すえ

地区を襲った災害の恐怖と、復興を
目指す地域の声をお伝えします。

↑震災後、松末地区の乙石地域では地域住民がインターネット
で寄付を募り実現したこいのぼりが掲げられ、２年目を迎えた。

昨年福智町を襲った豪雨を受け
て、ハザードマップを一新しまし
た。被害の実情をもとに、より正
確な危険個所が掲載されていま
す。この地図は避難における大
きな指針の一つですが、危険と
されている箇所以外でも警戒を
怠らず、早めの避難を心がけま
しょう。新しいハザードマップ
は今月号の折り込みか、町公
式ホームペー
ジからご確認
ください。→

福智町ハザードマップ更新

松末地域コミュニティ協議会

伊藤睦人会長

自分の家が分からないほどの甚大な
被害。「空爆の跡のようだ」と言われ
たほど田園風景は一変し、変わり果
てた古里の姿に、住民は立ち尽くし
た。松末の奥地、乙石地区では家屋
が流され、尊い命が失われた。

極度の緊張から限界を迎
えた子どもたちのため、伊
藤会長は学校からの移動
を決断。より安全な避難
所へ向かうバスを目指し、
崩落した道を徒歩で
進んだ。

松末小学校の避難者は約50人。建物
の２階まで迫る水に、不安と恐怖を感
じながら、励まし合い、一晩を明かした。

伊藤会長は地区全域へ防災無線で避
難を呼びかけ。しかし送信所は故障し
ており、無情にもその声は
届いていなかった。

この１時間の雨量は史上最高の
137㎜を記録。迫る濁流と土砂に、
家屋や車がなすすべ無く流された。

雨あしはみるみる強まり、水は田んぼの
畦を越え、橋の近くまで迫った。危険を
感じた伊藤会長は、協議会職員に帰宅
を指示。高齢者などの安否確認を実施。

市全体のJアラートのテストに合わ
せ、松末地区では自主的に避難訓
練を予定していた。しかし連絡の
無いままテストは中止。伊藤会長
は連絡体制に不安を感じていた。

不安のよぎる朝パラパラと降雨

雨脚が弱まる

決意の避難

眠れない夜

届かなかった無線放送

観測史上最多の雨量

途切れない強い雨

嵐が過ぎて

○ 午前 10 時

会長の電話に「自宅に土
砂が流れ込んでいる」と
妻からの連絡。帰宅しよ
うとしたが、土砂崩れや
氾濫に恐怖を感じて帰宅
を断念。警察官に促され、
松末小学校へと避難した。

松末小学校へ
○ 午後６時

○日没後

○ 午後３時40分

○ 午後５時ー６時

○ 午後３時

○ 午前10時15分○ 午前12 時過ぎ

○ 翌朝

○ 県南山間部を襲った未曽有の災害

北部豪雨平成29年度

昨年の教訓糧に

５
７

６
７

写真提供：西日本新聞社

写真提供：西日本新聞社

写真提供：西日本新聞社

写真提供：西日本新聞社

写真提供：西日本新聞社

写真提供：西日本新聞社

45

朝倉市松末地区
24時間の実録

命を守る。そのために特  

集
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校
舎
を
囲
む
２
河
川
の
氾
濫
で
孤
立
し
た
松
末
小
学
校
。

逃
げ
場
を
な
く
し
た
避
難
者
が
生
死
の
危
機
に
直
面
し
た
夜
、

西
日
本
新
聞
・
中
川
記
者
の
実
体
験
か
ら
そ
の
恐
怖
を
た
ど
り
ま
す
。

赤
谷
川松末小学校

乙
石
川

◎
松末地域コミュニティ協議会

　

無
事
に
帰
宅
し
た
翌
日
か
ら
現

場
へ
向
か
っ
た
と
い
う
中
川
記
者
。

「
実
は
筑
豊
へ
の
転
勤
が
決
ま
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
会
社
に
か
け
あ
い
３
か

月
残
留
し
ま
し
た
。
こ
の
災
害
を
伝
え

る
義
務
が
あ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
」。

１
週
間
以
上
休
ま
ず
に
、
深
夜
ま
で
被

災
地
の
実
情
を
発
信
し
続
け
ま
し
た
。

　
「『
い
い
経
験
を
し
た
ね
』と
言
わ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
必
要
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
体
験
し
た
人
と
そ
う

で
な
い
人
で
は
ど
う
し
て
も
温
度
差
が

あ
る
。
記
者
と
し
て
、
一
人
の
被
災
者
と

し
て
、
そ
の
差
を
埋
め
て
い
き
た
い
」と

力
を
込
め
た
中
川
記
者
。
朝
倉
市
を
離

れ
た
今
も
定
期
的
に
豪
雨
関
連
の
記
事

を
書
き
、警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
も
し
体
育
館
が
な
か
っ
た
ら
―
―
」

翌
日
、
流
木
と
土
砂
を
せ
き
止
め
た
体

育
館
を
見
て
中
川
記
者
は
言
葉
を
失
い

ま
し
た
。
昨
日
と
は
一
変
し
た
風
景
。
現

実
と
は
思
え
な
い
そ
の
光
景
に
誰
も
が

立
ち
尽
く
す
中
、
伊
藤
会
長
は
全
員
を

鼓
舞
し
、
歩
け
る
人
か
ら
避
難
所
行
き

の
バ
ス
へ
徒
歩
で
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の

道
の
り
は
、
地
元
消
防
団
ら
に
よ
り
土
砂

が
取
り
除
か
れ
て
お
り
、
疲
れ
き
っ
た
中

川
記
者
ら
避
難
者
は
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
朝
倉
で
は
１
０
０
ミ
リ
の
雨
が
降
っ

た
よ
う
だ
が
、
様
子
は
ど
う
か
」本
社
か

ら
の
連
絡
を
受
け
、
当
時
西
日
本
新
聞

朝
倉
支
局
長
だ
っ
た
中
川
次
郎
記
者
は

現
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

「
地
域
の
か
た
と
、『
５
年
前
と
ど
ち
ら
が

す
ご
い
で
す
か
』、
な
ど
話
し
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
ま
だ
余
裕
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」。
し
か
し
予
想
を
超
え

る
豪
雨
に
逃
げ
場
を
失
い
、
松
末
小
学

校
へ
と
非
難
。
水
か
さ
は
２
階
に
ま
で
達

し
、
校
舎
の
３
階
で
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
約
50
人
が
孤
立
し
ま
し
た
。「
子
ど
も

た
ち
が『
白
い
車
が
流
さ
れ
て
い
る
、
人

が
手
を
振
っ
て
い
た
』と
声
を
あ
げ
た
が
、

　
「
あ
の
時
、
誰
も
が
被
災
者
で
あ
り
な

が
ら
お
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
い

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
で
多
く
の
命
が
救

わ
れ
た
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
孤

立
し
た
私
た
ち
は
な
す
す
べ
も
無
く
、

救
助
を
待
つ
し
か
無
か
っ
た
。
助
か
っ

た
の
は
幸
運
で
し
た
。
そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
は
、
手
遅
れ
に
な
る
前
に
逃
げ

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
取
材
し
た
人
や

顔
見
知
り
も
命
を
落
と
し
た
。『
雨
で
も

人
は
死
ぬ
』と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
」と
中
川
記
者
は
振
り
返
り
ま
す
。

何
も
で
き
な
い
。

空
腹
な
ど
は
全

く
感
じ
な
か
っ
た
。
死
ぬ
か
も
知
れ
な

い
、
本
気
で
そ
う
思
い
ま
し
た
」。

　

極
限
の
状
況
下
で
も
、
報
道
の
責
任

を
感
じ
て
い
た
中
川
記
者
。「
周
り
の
人

の
電
話
は
充
電
が
切
れ
、
私
も
仕
事
の

た
め
に
機
器
の
充
電
は
残
し
て
お
き
た

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
を

開
き
、
雨
雲
の
動
き
を
調
べ
ま
し
た
。
状

況
を
知
れ
ば
、
周
囲
を
励
ま
せ
る
と
思
っ

た
か
ら
で
す
」。
岩
や
木
々
の
こ
す
れ
合

う
音
、、
鳴
り
響
く
雷
鳴
、
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ

く
り
返
し
た
よ
う
な
雨
の
轟
音
。
停
電

し
た
暗
闇
で「
も
う
少
し
、
あ
と
少
し
」

と
時
が
過
ぎ
る
の
を
待
ち
続
け
ま
し
た
。

幸
運
重
な
っ
た
危
機
か
ら
の
脱
出

雨
で
死
ぬ
こ
と
を
実
感

取
り
残
さ
れ
た
校
舎
で

死
の
恐
怖
迫
っ
た
一
夜

一
人
の
記
者
と
し
て

伝
え
続
け
る
命
の
重
み

西日本新聞社筑豊総局

中川次郎記者

←
←
土
砂
と
流
木
が
流
れ
込
ん
だ
体
育
館（
上
）と
校
舎（
下
）。
体

育
館
が
せ
き
止
め
な
け
れ
ば
、
校
舎
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

↑バスに向かわず松末小に残った避難者も、到
着した消防隊員によって無事全員が救助された。

↑被災直後、黒板に残る浸水の跡。
現在廃校となった松末小では、多
くが当時ままの状態で残っている。

土砂と流木の撤去を終えた松末小学校跡

↑２本の河川に挟まれ
るように位置する松末
小学校。乙石川に面
した部分が体育館で、
土砂や流木の多くが
そこでせき止められて
いた。氾濫した水は２
階の高さまで迫り、３
階の避難者たちは大き
な危機にさらされた。

↑５日の豪雨当時の校庭と（左）と翌朝の状況（右）。車両が土砂で埋め
尽くされ、崩落した崖の様子が確認できる。（写真提供：西日本新聞社）

孤
立
し
た
校
舎
で

◎
松
末
小
学
校
で
生
死
の
境
に
立
た
さ
れ
た
約
50
人
の
避
難
者
―
―

命を守る｡ そのために特  

集

災害時に気象庁や公共機関が発信する情報に、５段階の「警
戒レベル」が追加されました。今後は防災無線やエリアメー
ルによる警報発令時は「警戒レベル４、避難開始」などレベ
ルと避難情報が発信され、状況がより把握しやすくなります。
災害時は情報が最も重要。早めの避難を心がけましょう。

防災情報に「警戒レベル」を新設
災害時に分かりやすい指標を内閣府が設定

警戒レベル 避難情報・とるべき行動

災害発生情報
すでに災害が発生している状況であり、
命を守るための最善の行動が必要。

避難勧告 / 避難指示（緊急）
災害の可能性が極めて高く、立ち退き避
難を基本に行動する。困難な場合は近
隣や建物内の安全な場所へ緊急避難。

避難準備・高齢者等避難開始
避難に時間のかかる人は避難開始。危
険を感じた場合は自発的に避難する。

注意報
ハザードマップ等による避難場所や経路
の確認・注意を行い、避難に備える。

警報級の可能性
防災気象情報の等の最新情報に注意を
向け、災害への心構えを高める。

警戒レベル５

警戒レベル３

警戒レベル4

警戒レベル２

警戒レベル１
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命を守る。そのために特  

集

５月19日、人見地区の勉強会で熱い思いを訴える二場小隊長

救
命
の
最
前
線
か
ら

田
川
地
区
消
防

金
田
分
署
所
属

二
場
祐
介
さ
ん

消
防
士

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

災
害
発
生
か
ら
の
72
時
間
。
こ
れ
を

過
ぎ
る
と
救
命
率
は
大
幅
に
下
が
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。平
成
29
年
の
豪
雨
で
、

私
は
３
日
目
に
朝
倉
市
へ
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
生
死
の
期
限
が
迫
る
こ
の
時
間
、
私

た
ち
は
主
に
行
方
不
明
者
の
情
報
収
集
、

そ
し
て
捜
索
に
あ
た
り
ま
し
た
。
現
場
で

は
、
行
方
不
明
者
の
家
族
や
知
人
も
い
ま

す
。
み
ん
な
必
死
で
す
。
そ
の
中
で「
最

後
に
安
否
を
確
認
し
た
の
は
い
つ
か
」「
避

難
し
た
よ
う
だ
が
ど
の
ル
ー
ト
を
向
か
っ

た
の
か
」な
ど
、
傷
つ
い
た
方
々
か
ら
聞

く
の
は
心
の
張
り
裂
け
る
思
い
で
し
た
。

　

被
害
に
遭
っ
た
多
く
の
残
さ
れ
た
家

族
が「
早
め
に
逃
げ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。

後
悔
し
て
い
る
」と
口
に
し
ま
す
。
地
震

な
ど
と
違
い
、
雨
に
よ
る
被
害
は
事
前
の

予
想
が
で
き
、
早
期
の
避
難
で
必
ず
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
何
が
起
き
る
か
わ

　

若
い
と
き
は
自
分
の
手
で
全
て
の
命

を
救
う
、
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
救
命
に
携
わ
り
20
年
、
人
の
死
を
身

近
に
感
じ
、
後
悔
と
悔
し
さ
を
経
験
し

て
き
た
中
で
、
自
分
だ
け
の
力
に
限
界

を
感
じ
ま
し
た
。
我
々
消
防
士
に
は
日
々

培
っ
て
い
る
技
術
と
経
験
が
あ
る
。
一
般

の
か
た
で
も
使
え
る
救
命
の
術
も
知
っ
て

い
ま
す
。
私
が
伝
え
る
こ
と
が
緊
急
時
に

少
し
で
も
役
立
ち
、
一
つ
で
も
多
く
の
命

か
ら
な
い
自
然
災
害
の
前
で
は
、
ど
ん
な

経
験
も
通
用
し
ま
せ
ん
。
親
し
い
人
の
命

を
失
っ
た
と
き
、
誰
も
が
十
字
架
を
背
負

う
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
身
を
守

る
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
時
、
情
報
の
収
集
と
共
有
は
何

よ
り
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
高
齢
者
や

病
気
の
か
た
な
ど
、
す
ぐ
に
動
け
な
い

人
も
い
ま
す
。
避
難
経
路
や
連
絡
網
を

事
前
に
地
域
で
確
認
し
て
お
く
こ
と
、

ま
た
住
民
間
の
意
見
を
集
約
し
、
我
々

や
行
政
な
ど
公
的
機
関
と
の
情
報
交
換

を
日
頃
か
ら
行
う
こ
と
で
、
命
が
助
か

る
可
能
性
は
高
ま
り
ま
す
。

　

災
害
が
多
発
す
る
昨
今
、３
つ
の「
助
」

に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考
え
る
時
が
来
て

い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
私
は
い
つ
も

「
近
助
」と
い
う
言
葉
で
地
域
が
連
携
す

が
助
か
れ
ば
と
今
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

広
域
で
同
時
多
発
す
る
災
害
時
、
限

ら
れ
た
人
数
の「
公
助
」に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
時
に
生
き
る
の
が
日
頃
か

ら
の
備
え
で
あ
る「
自
助
」と
、
周
り
と

の
助
け
合
い「
共
助
」で
す
。
し
か
し
救

助
者
が
要
救
助
者
に
な
る
こ
と
は
絶
対

に
避
け
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
限
界
を

知
り
、
で
き
な
い
と
判
断
し
た
と
き
は
自

分
の
命
を
優
先
し
、
我
々
を
頼
っ
て
く
だ

さ
い
。
全
力
で
救
助
に
当
た
り
ま
す
。

る
重
要
性
を
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
常

に
最
悪
の
事
態
を
想
定
す
る
こ
と
。
増

水
時
に
田
畑
や
川
な
ど
見
に
行
く
の
は

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。
い
ざ
と
い

う
時
、
命
を
守
る
の
は
人
と
の
つ
な
が

り
と
早
め
の
避
難
で
す
。
そ
の
こ
と
を

決
し
て
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

命
の
期
限
、
72
時
間
の
壁

最
前
線
で
見
た
被
災
地
の
現
実

持
て
る
経
験
・
技
術
・
知
識

伝
え
る
こ
と
で
救
う
命

か
け
が
え
の
な
い
命
の
た
め
に

も
う
一
度
考
え
た
い
３
つ
の「
助
」

↑朝倉市に派遣された消防職員たち。災害
発生時には、全国から応援隊が派遣される。

↑人見地区の自主勉強会に南野救命
小隊長とともに参加し、救命技術を
講習。昨年の福智町防災講演会では
当時を回顧し、言葉を詰まらせなが
らも体験した悲惨な実情を伝えた。

↑昨年の福智町での豪雨時、町民からボー
トを借りた消防隊が救助を実施。これが
共助の際たる例と二場さんは強調する。

常
に
救
助
者
と
し
て
、
命
と
向
き
合
い
続
け
る
消
防
士
。

災
害
時
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
ど
う
備
え
る
か
。

朝
倉
市
で
悲
惨
な
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
た

金
田
分
署
の
二
場
小
隊
長
に
伺
い
ま
す
。

◎二場祐介 YusukeFutaba
前任の田川地区消防本署所属時に、
特別救助小隊長として朝倉市への
災害派遣を経験。
現在は金田分署
消防小隊長として
勤務。強い責任
感と部下を思う指
導で信頼も厚い。

自助

共助公助

命を守る、
３つの「助」

国や自治体の
支援を受ける 1割

近隣や地域と
協力して身を守る 2割

自分の力で
自分の身を守る 7割

公助

共助

自助

毎年雨期になると冠
水の危機を迎える人
見地区のために自主
勉強会を行いました。
過去に聞いた二場さ
んの言葉が強く心に
残り、今回講師として
お招きしました。これをきっかけにさらに深く
話し合い、地域防災に生かしていきたいです。

金田６区（人見） 区長 ／ 福智町消防団長
松山 榮治さん

福
智
町
防
災
講
演
会

過
去
の
教
訓
を
学
び
、
生
か
し
て
い
く
た
め
に

毎年雨季を前に開催している「防
災講演会」。今年は報道の立場か
ら災害と向き合う九州朝日放送の
太田祐輔氏を講師に招き開催しま
す。この機会に、もう一度身近な
防災について考えてみませんか。

場所 福智町地域交流センター
　　 （伊方4478番地1）
演題
 「災害多発次代にKBCが自治体と
   ともに取り組んでいること」

KBC 九州朝日放送株式会社
防災ネットワーク担当

講師

太田 祐輔 氏

テレビやラジオで活躍し、アナウ
ンス部長も経験。どうすれば一人
でも多くの命を救う報道ができ
るのか、常に問いかけながら日々
を過ごす防災部門の解説委員。

日時 6月23日日
　　 10：30 ～ 12：00

参加
無料



「　  !」国を超える“友情”に出会う旅

流日韓交

国
際
交
流
事
業

アン ニョン

詳細情報を
CHECK!

「命
ぬち

どぅ宝
たから

」を学ぶ旅に“めんそーれ”

翼少年の
国
内
交
流
事
業 詳細情報を

CHECK!

「さぁ」新しい世界を 冒険しよう！

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

S
A
C
H
E
O
N

弟都市・沖縄県中
な か

城
ぐすく

村
そ ん

との相互交流事業。沖縄戦
せん

跡
せき

をめぐる
平和学習で命の尊

とうと

さや平和の大切さを学び、首
しゅ

里
り

城
じょう

など名所
への観光やホームステイを通して歴史や文化の違いを学習しよう。

野焼の開祖・尊
そ ん

楷
か い

ゆかりの地である「韓国泗
さ

川
ちょん

市
し

」との国を
超えた相互交流事業。言語・風習・食事など、日本では体験

できないことを全身で学び、豊かな国際感覚と広い視野を養おう。

日時

場所

費用

場所

費用

対象

対象

申込

申込

8月3日土～5日月（2泊3日）

8月9日金～11日日（2泊3日）

沖縄県中城村

25,000円

韓国泗
さ

川
ちょん

市
し

15,000円 ※パスポート取得費用（12歳未満・6,000円、
12歳以上・11,000円）は別途負担となります。

日時

町内の小学5年生～6年生

町内の小学5年生～6年生

学校で配布される申込書を6月7日金
までに生涯学習課（方城支所内）へ提出。

学校で配布される申込書を6月7日金
までに生涯学習課（方城支所内）へ提出。

兄

上

問福智町教育委員会 生涯学習課 社会教育係  ☎0947-22-1521 ※場合により日程の変更または中止となることがございます。あらかじめご了承ください。
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補
助
制
度
で
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
に
ご
協
力
を

危険ブロック塀撤去費用補助制度

町内の火災件数急増中 火の元にご注意火
災
に
関
す
る
注
意
喚
起

各
制
度
の
運
用
状
況
公
表

情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況i r e  w a r n i n g

　

空
気
が
乾
燥
す
る
中
、
昨
年
を
大
き
く

上
回
る
ペ
ー
ス
で
火
災
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
４
月
か
ら
の
２
か
月
で
建
物
や
林
野

で
、
大
き
な
火
災
が
４
件
続
出
。
内
１
件

で
は
命
が
失
わ
れ
る
事
案
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
ま
た
野
焼
き
な
ど
が
出
火
原
因
の

火
災
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
も
の
を
燃
や

す
行
為
は
原
則
禁
止
で
す
。
法
律
に
よ
り

罰
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
火

の
取
り
扱
い
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
消
防
防
災
係

　

 

☎
２
２ｰ

０
５
５
５

r o v i d e  s u b s i d i e s

r o w s i n g  s t a t u s

人生の節目飾る成人式を自分たちの手で 令
和
元
年
度 

福
智
町
成
人
式
実
行
委
員
募
集

e c r u i t m e n t  v o l u n t e e r s

建物・林野火災発生数は 昨年度の７件と比較して増加中。

昨年は約７割が参加した成人式で、一生の思い出を作りませんか。

　福智町では開示請求に対し、情報公開
制度、個人情報保護制度に基づき、公開
の可否を判断しています。その判断の妥当
性は、５人の外部委員により厳正に審査さ
れます。平成30年度に行われた運用状況

（請求件数・処理状況）は下記の通りです。
問役場 総務課 庶務係 ☎22-0555

　地震発生時におけるブロック塀等の倒
壊による被害を未然に防止するため、通学
路・避難路等の道路に面した倒壊の危険
のあるブロック塀等の撤去費用の一部を補
助します。町内の高さ１ｍ以上のブロック
塀が対象。詳しくはお問い合わせください。

補助対象額▶上限10万9千円
※１敷地あたり補助対象事業に要する経費の２分の１

対象者▶町内にブロック塀を所有または管理
　　　　している方（法人を含む）
問役場 総務課 消防防災係 ☎22-0555

来
年
の
１
月
12
日
日
14
時
か
ら
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
本
年
度
の

福
智
町
成
人
式
の
企
画
、
運
営
を
行
う

実
行
委
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
▼
Ｈ
11
年
４
月
２
日
～
Ｈ
12
年
４
月
１
日

　
　
　
　

生
ま
れ
で
、
町
内
に
住
民
票
が
あ
る

　
　
　
　
人
お
よ
び
町
内
出
身
者
。

活
動
▼
成
人
式
の
企
画
・
運
営

募
集
人
数
▼
12
人
程
度（
３
校
区
、各
４
人
程
）

申
込
期
限
▼
随
時
募
集
中

問
役
場
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　

 

☎
2
２ｰ

１
５
２
１

近隣の安全確保のため、制度をご利用ください

情
報
開
示
請
求
件
数

6

公開 6
部分開示 0
非公開情報 0
不存在 0
存否応答拒否 0
却下 0
取下げ 0

情
報
開
示
請
求
件
数

2（
総
務
課
）

公開 2
部分開示 0
非公開情報 0
不存在 0
存否応答拒否 0
却下 0
取下げ 0

税務課 1 福祉課 2 人権・同和対策課 1
診療所 1 民間と損害保険契約をしている全課 1

●情報公開制度 ●個人情報保護制度

▶両制度の不服申立て件数：０件

近隣の安全確保のため、制度をご利用ください
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福智町議会

議長 矢野 博文

の度、令和元年第１回福智町議会臨時会

において、議長に就任しました矢野でござ

います。私自身、改選前からの引き続きとなり、

誠に身に余る光栄であることは勿論のこと、同時

に職責の重さを痛感している次第です。

　さて、昨今の情勢を見ますと、地震や集中豪

雨といった大きな災害が各地で発生しております。

また、少子高齢化による人口減少や社会保障費

増大といった社会全体のバランスが急速に変化し

ています。このような状況下で、福智町において

は災害に強いまちづくり、将来を担う若者が住み

続けたくなるまちづくりを、町民の皆さまとともに

考え、取り組んでまいる所存です。

　今後も福智町議会は、議決機関・監査機関と

しての役割はもとより、山積する諸

課題に議会一丸となって全力で取

り組んでまいりますので、町民の

皆さまのご理解、ご協力を賜りま

すようお願い申し上げまして、就

任のご挨拶といたします。

議長就任のごあいさつ

建設・住宅・農業などについて協議

　　　  橋本 騰馬　　　　　　沼口 富生
　　　髙津 鶴己・日比生 洋一・原田 幸美・皆川 高司

▶産業建設常任委員会

委員
委員長 副委員長

保健・医療・福祉・介護などについて協議

　　　  堀江 政洋　　　　　　尾﨑 さつき
　　　属 紀三嗣・田㟢 みゆり・小松 繁信・矢野 博文

▶厚生常任委員会

委員
委員長 副委員長

総務・議会・企画・財政・税務・教育などについて協議

　　　  木戸 勝正　　　　　　石谷 光信
　　　渡邉 文敏・楠木 靜則・木村 幸治・浦田 光由

▶総務文教常任委員会

委員
委員長 副委員長

議会日程の調整や会議規則、委員会について協議

　　　  尾﨑 さつき　　　　　　堀江 政洋
　　　石谷 光信・橋本 騰馬・木戸 勝正・髙津 鶴己

▶議会運営委員会

委員
委員長 副委員長

こ

定数を20人から18人に変更後、迎えた初の福智町議会議員選挙。
４月26日に行われた投開票で18人が出そろい、福智町議会は新たなスタートを切りました。
また福智町議会臨時会が５月15日に行われ、議長に矢野博文氏、副議長に髙津鶴己氏を投票で選出。
ここでは、民意を託され町政発展のために活動する、町議会議員のみなさんを写真とともにご紹介します。

弁城 ／ 昭和33年9月28日生

堀
ほり

江
え

 政
まさ

洋
ひろ 議

席
番
号 渡

わた

邉
なべ

 文
ふみ

敏
とし

金田 ／ 昭和27年10月13日生

議
席
番
号

伊方 ／ 昭和22年5月27日生

髙
たか

津
つ

 鶴
つる

己
み 議

席
番
号

伊方 ／ 昭和29年1月11日生

楠
くすの

木
き

 靜
しず

則
のり 議

席
番
号

金田 ／ 昭和26年3月31日生

浦
うら

田
た

 光
みつ

由
よし 議

席
番
号

神崎 ／ 昭和30年8月9日生

矢
や

野
の

 博
ひろ

文
ふみ 議

席
番
号

木
き

戸
ど

 勝
かつ

正
まさ

上野 ／ 昭和24年2月21日生

沼
ぬま

口
ぐち

 富
とみ

生
お 議

席
番
号

金田／ 昭和20年7月21日生

議
席
番
号

伊方 ／ 昭和36年5月5日生

尾
お

㟢
ざき

 さつき
議
席
番
号 小

こ

松
まつ

 繁
しげ

信
のぶ

上野／ 昭和28年5月26日生

議
席
番
号

上野 ／ 昭和24年7月15日生

皆
みな

川
がわ

 高
たか

司
し 議

席
番
号

弁城 ／ 昭和27年7月25日生

原
はら

田
だ

 幸
ゆき

美
み 議

席
番
号

属
さっか

 紀
き

三
み

嗣
つぐ

金田 ／ 昭和52年10月22日生

議
席
番
号

伊方／ 昭和30年8月19日生

田
た

㟢
さき

 みゆり
議
席
番
号

伊方 ／ 昭和24年5月31日生

石
いし

谷
たに

 光
みつ

信
のぶ 議

席
番
号

金田 ／ 昭和49年1月8日生

橋
はし

本
もと

 騰
とう

馬
ま 議

席
番
号

神崎 ／ 昭和30年11月17日生

日
ひ

比
び

生
お

 洋
よう

一
いち 議

席
番
号

市場 ／ 昭和25年9月8日生

木
き

村
むら

 幸
こう

治
じ 議

席
番
号

新生議会の顔ぶれ



1やすらぎ館での山笠競演会には5基の
山笠が集合。2赤坂神社から神輿を担ぎ
出す氏子。3舁き棒を押し合う両山笠。
4力を合わせ急な坂道を登り切った山笠。
5最終日に白髪神社前で奉納された獅子
舞と稚児舞。6獅子に頭を噛まれた子ど
もは健康に育つと伝えられている。7士気
を高めた笛の音色。8力を振り絞り、休
まずに白髪神社の長い階段を上った氏子。
9大人顔負けの指揮で舁き手を鼓舞する
子ども。⓾過ぎゆく祭りを惜しむ後ろ姿。

麗
し
く
荘
厳
な
山
笠
、

　
　
　
福
智
・
伊
方
に
集
結
。

麗
し
く
荘
厳
な
山
笠
、

　
　
　
福
智
・
伊
方
に
集
結
。

麗
し
く
荘
厳
な
山
笠
、

　
　
　
福
智
・
伊
方
に
集
結
。まさに、

「麗」。まさに、
「麗」。まさに、
「麗」。

1

23

5

6

79 8

4

⓾

15

頭を垂れる稲穂を表現した
馬
ば

簾
れん

を、伊方地区の山笠
で唯一使用する「東和会」。
五穀豊穣を祈る春祭りの伝
統を重んじた山笠を建立。

人形飾り以外の工程を自分
たちで行った「後谷山笠同好
会」。新元号・令和も配置し、
時代変遷を表現した個性
的な山笠が目を引きました。

会長交代を機に山笠人形
を賤ヶ岳の戦いから本能寺
の変に一新した「西流會」。
若い舁き手が多く、祭り全
体に活気を与えました。

あしらった花が印象的な
「栄友会」。中古門地区青年
団では、地区外の参加も積
極的に受け入れる温かい雰
囲気づくりに努めています。

２年ぶりの参加となった「誠
遊會」。他地区が日本の合
戦絵巻の人形を使用する
中、三国志を題材とした珍
しい山笠を満を持して披露。

子どもが主役の「童心会」は
小さな力でも動かせるよう
に山笠を軽く設計。今年は
外国人参加者も受け入れ、
日本文化を広く伝えました。

お酒をたしなむ仲間で結成
された「酒友会」。キーワー
ドのお酒から発想を得た酒

しゅ

呑
てん

童
どう

子
じ

の人形飾りと深紅の
法被が存在感を放ちました。

西流會  SEIRYUKAI 栄友会  EIYUKAI

誠遊會  SEIYUKAI童心会  DOSHINKAI 酒友會  SHUYUKAI東和会  TOWAKAI

新門地区・桑野さん制作の破
風が特徴の「新友會」山笠。
祭りを楽しみつつ、制作中の
事故から教訓を得た、安全
第一の運行を心がけました。

新友會  SHINYUKAI 後谷山笠同好会  USHIROTANI

赤
坂
・
白
髪
神
社
神
幸
祭

り
付
け
る
太
陽
が
燦さ
ん

々さ
ん

と

輝
く
５
月
４・５
日
、
伊
方

地
区
で「
赤
坂・白
髪
神
社
神
幸
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た

め
に
帰
郷
す
る
人
も
多
い
こ
の
祭

り
。
勇
壮
な
舁
き
手
が「
オ
ー
ラ
ー

ヤ
ッ
サ
ー
」と
大
き
な
雄お

叫た
け

び
を
上

げ
な
が
ら
、
暑
さ
に
負
け
な
い
熱

気
で
町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

初
日
の
夜
に
は
、
５
基
の
電

飾
山
笠
が
や
す
ら
ぎ
館
に
集
結

し
、
競
演
会
を
開
催
。
煌
々
と
輝

く「
麗
う
る
わし
い
」山
笠
の
競
演
は
、
町

内
外
か
ら
訪
れ
た
観
衆
を
魅
了
。

大
型
連
休
中
の
風
物
詩
と
し
て
、

地
区
全
体
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

照
　

神
幸
祭
期
間
中
、
毎
年
目
を
引

く
東
古
門
の「
こ
ど
も
神
輿
」と
、

獅
子
舞
保
存
会
も
協
力
す
る
中
古

門
の「
獅
子
舞
・
稚
児
舞
奉
納
」。

両
子
ど
も
会
に
よ
る
こ
の
取
組
で
、

子
ど
も
た
ち
の
満
面
の
笑
顔
が
祭

り
に
彩
り
を
加
え
ま
す
。
青
年
団

が
中
心
的
に
活
動
す
る
伊
方
地
区

で
、
子
ど
も
が
楽
し
む
地
域
の
慣

習
の
一
つ
と
し
て
根
付
い
て
い
ま
す
。

神
幸
祭
に
彩
り
添
え
る

子
ど
も
会
の
神み

輿こ
し

と
獅
子
舞



1多くの観衆が見守る神幸祭最大の見せ
場、山笠競演会。2祭りの安全を祈祷す
る神事。3五穀豊穣を祈る春祭りを象徴
するような、田園風景を進む山笠。4自
身の何倍も巨大な山笠を必死に引く子ど
もたち。5鉦と太鼓が織りなす囃子が弁
城の特徴。6世代を超える地域の一大行
事。7舁き棒が地面を削り巻き起こる砂
煙。8全地区協力して担いだ神輿。9地
区の練り回しにも注目。⓾一糸乱れぬ舁
き手の動きと連動して大きく揺れる山笠。

1多くの観衆が見守る神幸祭最大の見せ
場、山笠競演会。2祭りの安全を祈祷す
る神事。3五穀豊穣を祈る春祭りを象徴
するような、田園風景を進む山笠。4自
身の何倍も巨大な山笠を必死に引く子ど
もたち。5鉦と太鼓が織りなす囃子が弁
城の特徴。6世代を超える地域の一大行
事。7舁き棒が地面を削り巻き起こる砂
煙。8全地区協力して担いだ神輿。9地
区の練り回しにも注目。⓾一糸乱れぬ舁
き手の動きと連動して大きく揺れる山笠。

1多くの観衆が見守る神幸祭最大の見せ
場、山笠競演会。2祭りの安全を祈祷す
る神事。3五穀豊穣を祈る春祭りを象徴
するような、田園風景を進む山笠。4自
身の何倍も巨大な山笠を必死に引く子ど
もたち。5鉦と太鼓が織りなす囃子が弁
城の特徴。6世代を超える地域の一大行
事。7舁き棒が地面を削り巻き起こる砂
煙。8全地区協力して担いだ神輿。9地
区の練り回しにも注目。⓾一糸乱れぬ舁
き手の動きと連動して大きく揺れる山笠。

1多くの観衆が見守る神幸祭最大の見せ
場、山笠競演会。2祭りの安全を祈祷す
る神事。3五穀豊穣を祈る春祭りを象徴
するような、田園風景を進む山笠。4自
身の何倍も巨大な山笠を必死に引く子ど
もたち。5鉦と太鼓が織りなす囃子が弁
城の特徴。6世代を超える地域の一大行
事。7舁き棒が地面を削り巻き起こる砂
煙。8全地区協力して担いだ神輿。9地
区の練り回しにも注目。⓾一糸乱れぬ舁
き手の動きと連動して大きく揺れる山笠。

まさに、
「流」。まさに、
「流」。まさに、
「流」。まさに、
「流」。

1

23

5

6

79

84

⓾
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新町  SHINMACHI

町内の多くの山笠人形を手
がける富田人形の地元「新
町」地区の山笠。今年は神
輿当番の大役も務め、祭り
の中核を担いました。

迫  SAKO

地区の平塚さんが人形飾り
を手がける「春田」の山笠。
珍しい銀の虎をはじめ、地
区住民も誇る迫力ある人形
飾りの数々を披露しました。

高さと横幅の大きさが際立
つ「迫」の山笠。地元青年団
が活躍し、山笠を上下に揺
さぶるなど、若さあふれる
練り回しを披露しました。

弁城地区の山笠で唯一、金
色のボンカン飾りを使用し
ている「浄満寺」の山笠。幅
広い世代が団結して、山笠
を運行しました。

他地区より福智山麓に近い
「上弁城」の山笠。熟練の
舁き手と安定した囃子で起
伏の激しい総距離16㎞を
勇猛果敢に移動しました。

「宝珠」の山笠は開きの大きさ
が特徴。競演会では若い指
揮者の力強い鼓舞とともに、
活気ある練り回しを披露し、
大きな歓声を浴びました。

春田  HARUDA

浄満寺  JOMANJI 上弁城  KAMIBENJO宝珠  HOJU

久六  KYUROKU

地区子ども会の活動が盛ん
な「久六」地区。子どもたち
の「エンヤーヤッサ」のかけ
声とともに元気いっぱいに
地区内を練り歩きました。

流
れ
る
馬
簾
は
、

　
　「
黄
金
の
波
」の
よ
う
に
。

流
れ
る
馬
簾
は
、

　
　「
黄
金
の
波
」の
よ
う
に
。

流
れ
る
馬
簾
は
、

　
　「
黄
金
の
波
」の
よ
う
に
。

流
れ
る
馬
簾
は
、

　
　「
黄
金
の
波
」の
よ
う
に
。

流
れ
る
馬
簾
は
、

　
　「
黄
金
の
波
」の
よ
う
に
。

流
れ
る
馬
簾
は
、

　
　「
黄
金
の
波
」の
よ
う
に
。

岩
屋
神
社
神
幸
祭

城
地
区
の「
岩
屋
神
社
神
幸

祭
」
が
、
５
月
11・
12
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ

た
２
日
間
、
福
岡
や
北
九
州
か
ら

も
大
勢
の
観
客
が
来
訪
。
舁
き
手

は
額
の
汗
を
拭
う
こ
と
も
忘
れ
、

一
心
に
山
笠
を
押
し
続
け
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
岩
屋
神
社
裏
に
神

輿
と
山
笠
７
基
が
集
合
し
、
競
演

会
を
開
催
。
高
速
の
鉦
の
音
と
と

も
に
、
山
笠
を
揺
ら
し
馬
簾
が
し

な
る
様
は
、
風
に「
流な
が

れ
る
」波
の

よ
う
で
し
た
。
各
地
区
５
分
間
で

最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
た
演
技
を

披
露
し
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
春
祭

り
の
最
後
を
盛
大
に
飾
り
ま
し
た
。

弁日
本
各
地
か
ら
岩
屋
神
社
の

「
御
朱
印
」を
求
め
て
ご
参
拝

　

寺
社
に
参
拝
し
た
証
で
あ
る

「
御ご

朱し
ゅ

印い
ん

」。
岩
屋
神

社
・
神
主
の
手
島

直
和
さ
ん
は
、
多

く
の
方
に
参
拝
し

て
ほ
し
い
と
、
昨

年
か
ら
得
意
な
絵

を
生
か
し
た
挿
絵

付
き
の
御
朱
印
記
帳
を
開
始
。
全

国
的
な
話
題
と
な
り
、
記
帳
依
頼

数
も
以
前
の
２
４
０
倍
に
な
り
ま

し
た
。「
参
拝
者
が
笑
顔
に
な
る
よ

う
な
御
朱
印
を
書
い
て
い
き
た
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
手
島
さ
ん
。
こ

の
機
会
に
、
み
な
さ
ん
も
岩
屋
神

社
を
参
拝
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
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Medical health

18

おさめて安心（税の納期限）

チクホーnet（近隣の催し）

人のうごき（福智町の人口）

お亡くなりになったみなさんのご冥福を、心より
お祈り申し上げます。 福智町長・福智町議会議長

弔電はひかえさせていただいています

6月16日から７月15日までの保健事業日程

Fukuchi town

Fukuoka
prefecture

42.06k㎡

●町県民税［1期］7月1日月 

【赤村】

【香春町】

ほたるバス
6 月1 日土～ 6 月10日月（源じいの森）
料金：大人800円　子ども600円
蛍舞う幻想的な世界を体験できる温泉入
湯券付きのバスを運行。「ほたるの会」の

解説とともに、村内の鑑賞スポットを
巡ります。１日40人限定で、予約が必要。
１泊２食付きで「ほたる館」宿泊がセッ
トになったパックも準備しています。

問 源じいの森 ☎ 62-2911
第10回香春町たくみ祭り
6月23日日 9：50～15：00

（香春町民センター）
さまざまな分野の匠が作品展示やワーク
ショップを行います。そば打ち名人による
公開昇段審査会など各種イベントも開催。
物産販売も豊富で、家族全員で楽しめます。

問知恵と技の会事務局 ☎090-2969-4655

↓
木
細
工
や
絵
手
紙
作
り
、
親
子
そ

ば
打
ち
な
ど
、
豊
富
な
体
験
教
室
。

入場無料

●人口 22,844 人
　　　 前月比－39 人
　　　 前年比－247 人
　男性　10,879 人
　女性　11,965 人
　　　 転入 64 人・転出 86 人
　　　 出生 10 人・死亡 27 人
●世帯 11,217 世帯
　　　 前月比＋　4 世帯
　　　 前年比＋62 世帯
　　　 ※令和元年5月１日現在（住民基本台帳人口）

6月19日 ㊌【３歳児健診】
3歳～3歳1か月を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

6月26日 ㊌【１歳６か月児健診】
1歳6か月～8か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

7月3日 ㊌【4～5か月児健診】
4か月～5か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

7月9日 ㊋【よちよち相談】
身体計測・育児相談・栄養相談などの希望者を対象

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:45～15:30

7月12日 ㊎【健康相談】
健診結果や介護など相談希望者を対象

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:30～15:30

7月12日 ㊎【もぐもぐ教室】
４～10か月児を対象（7月９日㊋までに要予約）

［会場］方城保健センター　［受付］10:30～12:00

ゆるーくママ   　  ママとお子様の気軽な交流の場
町内在住の0歳児とそのママが対象。

［日程］6 月18日㊋・25日㊋・27日㊍、
　　　7 月２日㊋・９日㊋・11日㊍

［会場］コスモス保健センター　［受付］10:00～16:00
問 コスモス保健センター  ☎ 28-9500

チ
ェ
ッ
ク1
2

チ
ェ
ッ
ク

3
チ
ェ
ッ
ク日時▶ 6月27日㊍ 10：00～11：30／12：30～16：00

場所▶福智町役場 方城支所

【献血への協力募集。救われる生命があります。】

愛の献血にご協力お願いします。

Blood donation

　各施設や訪問・健診で配布いたしました上記の予定表において、一
部に「平成24年度田川地区定期予防接種協力医療機関一覧」を誤って
掲載しておりました。住民の皆様や各関係機関にお詫び申し上げます。
正しい協力医療機関一覧については、コスモス保健センターまでお
問合せください。、町公式ホームページにも掲載しております。

 「2019年度福智町母子保健行事予定表」について

【お詫びと訂正】

　 歳以上の方ができるだけ介護を要する状況
にならず、自立して暮らし続けられるよう、

介護予防や生活支援のためのサービスを行なう福智
町介護予防・日常生活支援総合事業。
　「すこやか応援教室」は、入院などで一時的に筋力
が弱くなったり、身体の機能が低下している高齢者
が、３ヶ月間の短期間で集中的に「生活機能改善複
合型プログラム（運動・栄養・口腔・認知）」を行うこと
で、生活機能の自立を目指す通所型サービスです。
　また参加には対象となる下記の条件と定員があり
ますので、参加を希望されるかたは、お早めに地域
包括支援センターまでご連絡ください。

65

過去６ヵ月に訪問リハビリ、通
所リハビリを利用していない

退院直後で、通院によるリハ
ビリを利用していない

骨折や麻痺などによる筋力低
下、関節可動域の制限により、
身体状況が悪化している

すべての項目に該当し、参加を希望される方は

地域包括支援センター（☎ 28ｰ9502）

までお申し込みください。

対象となる方 65歳以上の町民
下記のチェックのすべてに当てはまるかた

●

●

受付時に生活機能などをチェックする
質問票を記入していただき、地域ケア
会議にて対象となるかを判断します。

要介護１～５の認定をお持ちの方は対象外です。
要支援１、２の認定をお持ちの方で、すでに介護保険
サービスを利用中の方は事前に担当ケアマネージャー
とご相談の上、お申し込みください。

※
※

利用者の運動器機能向上、栄養改善、口腔機能向上、認知

症予防を目的とした短期集中型トレーニング及び講話

※開始時と終了時に体力測定を行い、効果判定を行います。

❷ サービス内容

料金：１回360円 （ 保険料を含みます）

会場：コスモス保健センター（福智町赤池970 ｰ 1）

❸ 利用料金・会場

問 福智町役場保健課 地域包括支援センター係
☎ 28ｰ9502（コスモス保健センター内）

❹ お申込み・お問い合わせ

毎週２回（火曜日・金曜日）
９時30分～11時
※① ② ③のいずれかをお選びください。

① 7 月～ 9 月　

② 10月～12月

③ 1月～ 3 月

❶ 実施期間

退院後など衰えが気になる人へ

「すこやか応援教室」始めませんか？

長年運動が趣味でしたが、事故で入院後は疎遠になっていました。昨年教室の話を聞き通ったとこ
ろ、体の動きがとても
良くなり、今でも仲間
とのゲートボールが生
きがいの一つです。

趣味のゲートボールをもう一度

太
おお

田
た

富
とみ

子
こ

さん

赤池在住 /86才

40年間踊りを続けてきました

が、大きなけがで入院してしま

いました。退院後、目標だった

全国大会に向けて教室に通い、

家でも努力を続けて３か月。

先生も驚くほど改善し、無事

に踊りきることができました。

目標だった民踊の全国大会

宮
みや

崎
ざき

宮
みや

子
こ

さん

金田在住 /80才

保健課からのお知らせ

参加者募集

一人３か月、１教室12人までです。
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「募集」「イベント」「相談」などなど、あなたの暮らしに役立つ〝情報満載〟のコーナー

環境衛生係からお知らせ

子育て支援センター
６月イベント情報

締
切
　
6
月
21
日
金
ま
で

　
　
　

※
土
・
日
・
祝
日
は
受
付
不
可
。

問
田
川
地
区
消
防
本
部 

予
防
課
予
防
係

　

 

☎
４
４ｰ

６
２
５
６

申
請
期
間
　
6
月
26
日
水
～
7
月
4
日
木

　
　
　
　
　

※
案
内
配
布
も
同
期
間
。

　
　
　
　
　
　

申
込
手
数
料
は
、
無
料
。

案
内
場
所
　
役
場 

住
宅
課
ほ
か

問
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部

　

☎
0
９
２ｰ

７
８
１ｰ

８
０
２
９

　

人
権
擁
護
委
員
が
、
家
庭
内
の
悩
み

や
い
じ
め
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

6
月
6
日
木
10
時
～
15
時

場
所　

人
権
の
ま
ち
づ
く
り
館

問
田
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　

☎
４
４ｰ

１
４
２
６

　

6
月
15
日
土
は
司
法
書
士
に
よ
る
特

別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
特
別
相
談
は

事
前
予
約
が
必
要
。
相
談
は
無
料
で
す
。

❶
日
時　

6
月
6
日
木
10
時
～
15
時

　

場
所　

人
権
の
ま
ち
づ
く
り
館

❷
日
時　

6
月
13
日
木
10
時
～
15
時

　

場
所　

公
民
館
方
城
分
館

❸
日
時　

6
月
15
日
土
10
時
～
15
時

　

場
所　

金
田
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
２
２ｰ
６
６
３
１

日
時　

6
月
14
日
金
9
時
～
10
時

場
所　

役
場 

本
庁
舎

日
時　

6
月
10
日
月
11
時
～
12
時

場
所　

役
場 

方
城
支
所

日
時　

6
月
10
日
月
13
時
～
14
時

場
所　

役
場 

赤
池
支
所

問
役
場
福
祉
課　

☎
２
２ｰ

７
７
６
３

日
時
　
6
月
27
日
木

　
　
　

9
時
20
分
～
15
時
50
分

　
　
　

6
月
28
日
金
9
時
～
16
時
30
分

会
場　

田
川
地
区
消
防
本
部 

2
階
講
堂

申
込
　
田
川
地
区
消
防
本
部
の
Ｈ
Ｐ
で

　
　
　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に

　
　
　

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
同
署

　
　
　

予
防
課
に
提
出
。

日
時　

６
月
23
日
金
10
時
～
11
時
30
分

場
所　

コ
ス
モ
ス
診
療
所
２
階

費
用　

１
０
０
円

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
２
８ｰ

９
５
０
２

日
時　

6
月
26
日
水

　
　

9
時
50
分
～
11
時
15
分

場
所　

方
城
保
健
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
　
ヤ
ク
ル
ト　

ウ
ン
知
育
教
室  

　
　
　
　

～
腸 

元
気
！
～

問
方
城
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
２
２ｰ

６
５
５
６

願
書
受
付　

7
月
２
日
火
ま
で

試
験
日　

10
月
13
日
日

試
験
会
場　

福
岡
大
学
・
九
州
国
際
大
学

※ 

申
込
書
は
コ
ス
モ
ス
保
健
セ
ン
タ
ー
、　

　
 

役
場
福
祉
課
、各
支
所
で
配
布
し
ま
す
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 
☎
２
８ｰ

９
５
０
２

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
や
身
体
障

害
の
た
め
寝
た
き
り
状
態
の
人
で
、
寝

具
の
洗
濯
が
困
難
な
人
を
対
象
に
※
寝
具

す
る
調
停
制
度
が
あ
り
ま
す
。
調
停
制
度

の
利
用
に
つ
い
て
無
料
相
談
会
を
実
施
し

ま
す
。（
事
前
予
約
不
要
）

日
時　

６
月
５
日
水
10
時
～
15
時

場
所　

田
川
市
役
所
1
階
会
議
室

問
田
川
調
停
協
会
☎
４
２ｰ

０
１
６
３

　

今
年
10
月
か
ら
消
費
税
が
10
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
得
段
階

が
第
１
～
３
段
階
の
人
が
負
担
す
る
介

護
保
険
料
の
基
本
額
に
乗
じ
る
割
合
が
、

段
階
的
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
２
０
２
０

年
度
に
は
、
完
全
に
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。
該
当
者
は
、
お
手
元
に
届
く

２
０
１
９
年
度
の
介
護
保
険
料
額
決
定

通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
本
部

　

 

☎
０
９
２ｰ

６
４
３ｰ

７
０
５
５

　

視
覚
や
聴
覚
、
言
語
機
能
の
障
害
を
重

複
し
て
も
つ
盲
ろ
う
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
移
動
を
支
援
す
る
通
訳
介
助
員

を
養
成
す
る
全
９
回
の
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

日
程
　
７
月
６
日
土
・
７
月
14
日
日
・

　
　

 

７
月
28
日
日
・
８
月
３
日
土
・

　
　

 

８
月
11
日
日
・
９
月
８
日
日
・

　
　

 

９
月
14
日
土
・
９
月
29
日
日
・

　
　

 

10
月
13
日
日
10
時
～
16
時

場
所
　
福
岡
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　

 

☎
０
９
２ｰ

５
８
４ｰ

６
０
６
７

　

家
庭
内
や
親
族
間
の
争
い
な
ど
の
解
決

手
段
の
一
つ
に
話
し
合
い
で
円
満
に
解
決

　

６
月
以
降
の
児
童
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
児
童
の
養
育
状
況
や
前
年
の
所

得
を
確
認
す
る「
現
況
届
」の
提
出
が
必
要

で
す
。
該
当
者
に
は
用
紙
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

期
限
ま
で
に
提
出
が
な
い
場
合
、
手
当

　

 

が
差
し
止
め
さ
れ
ま
す
。

提
出
期
限　

6
月
28
日
金
ま
で

持
参
品　

現
況
届
、印
鑑
、健
康
保
険
証
、

　
　
　
　

通
帳（
口
座
変
更
の
場
合
な
ど
）

　
　
　
　

そ
の
他
必
要
書
類

　
　
　
　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
）

問
役
場
福
祉
課　

☎
２
２ｰ

７
７
６
３

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
を

目
的
と
し
た
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

申
請
書
提
出
と
審
査

が
必
要
で
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
書
締
切　

6
月
28
日
金

対
象
事
業　

自
治
区
お
よ
び
各
種
団
体
が

令
和
２
年
度
に
実
施
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
備
品
の
購
入

や
設
備
の
整
備
に
関
す
る
費
用
。

助
成
額
　
１
０
０
万
円
～
２
５
０
万
円

問
役
場
ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課 

 　

☎
２
２ｰ

７
７
６
６

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
21
日
金
13
時
～
16
時

場
所　

人
権
の
ま
ち
づ
く
り
館

担
当　

松
尾
朋 

弁
護
士

問
役
場
総
務
課　

☎
２
２ｰ

０
５
５
５

　就学前のお子さんと保護者が対象。
❶ は11時開始、それ以外はすべて
10時30分開始です。

❶ 絵本読み聞かせ▶６月７日金
❷ アロマクラフト▶６月11日火
※ 15組限定。６/７金までに要予約。
➌親子リズムあそび▶６月 21日金
❹赤いふうせんのおはなし会▶６月25日火
❺６月誕生会▶６月28日金
※ ６月生まれは前日までに要予約。
➏たなばた会▶ 7月5日金

● 子育てサロンを開放しています。
　▶月～金 10時～16時

問 子育て支援センター　☎ 22ｰ2401
お気軽に遊びに来てください！

を
１
週
間
預
か

り
、
洗
濯
後

納
品
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
か

の
確
認
の
た
め
、

聞
き
取
り
調
査
や

審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

負
担
金　

６
４
８
円

申
請
期
限　

6
月
28
日
金

回
収
▼
7
月
17
日
水（
納
品
▼
24
日
水
）

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
８ｰ

９
５
０
２

日
時　

６
月
17
日
月
10
時
～
15
時

場
所　

田
川
市
役
所

問
交
通
事
故
相
談
所

　

☎
０
９
２ｰ

６
４
３ｰ

３
１
６
８

　

３
～
６
歳
の
子
ど
も
の
心
身
の
発
達

に
つ
い
て
、
悩
み
を
持
つ
保
護
者
を
対

象
と
し
、
教
育
・
福
祉
な
ど
の
専
門
家

が
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
無
料
。

日
時　

８
月
24
日
土
９
時
30
分
～
16
時

　
　
　

８
月
25
日
日
９
時
30
分
～
16
時

会
場　

筑
豊
教
育
事
務
所 

２
階

申
込　

６
月
19
日
水
ま
で
に
学
校
を
通

　
　
　

じ
て
町
教
育
委
員
会
へ
要
申
込
。

問
筑
豊
教
育
事
務
所
教
育
相
談
室

　

 

☎
０
９
４
８ｰ

２
５ｰ

２
６
０
３

ごみガードネットの
購入費を町が補助

犬の放し飼いも
やめてください！

　ごみ袋をカラスなどに破られてお
困りのかたは、ごみの散乱を防止す
る「ごみガードネット」をご利用くだ
さい。申し込み順（町予算の範囲内）
での購入費補助を行っています。住
民課で申請後、業者が自宅まで直接
お届けします。申請の際には印鑑を
お持ちください。
●補助額 800円（本人負担860円）
●対象者 町内在住者（１世帯１枚 )

問 役場 住民課 ☎ 22ｰ7761
↑６月１日は人権擁護員の日です。心の中の
様々な悩みごとについて相談しませんか。

※掛布団・敷布団・毛布を1組

心
配
ご
と
相
談

補
聴
器
相
談

介
護
保
険
料
軽
減
事
業
の
お
知
ら
せ

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
相
談
会

ふ
く
ち
オ
レ
ン
ジ
喫
茶

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
養
成
研
修
会

無
料
調
停
相
談
会

県
巡
回
事
故
相
談

心
と
体
の
発
達
教
育
相
談

児
童
手
当
「
現
状
届
」
の
提
出
を

福
智
町
無
料
法
律
相
談

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
宝
く
じ
）助
成
事
業

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

寝
具
洗
濯
サ
ー
ビ
ス

ほ
の
ぼ
の
介
護
予
防
教
室
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期間▲6月28日 （金）
　　 　　　 ～7月31日 （水）
場所▲1 階 ワクワクワ広場

▲ 58点に及ぶ作品を一挙公開します。

▲児童・生徒たち渾身の作品を展示します。

ふくちのちイベント

子ども向け ☎

大人向け ☎

☎

子ども向け

前年の好評を受け「福智五十八景」
の企画展を今年も開催。メジャー
歌手のＣＤジャケットを手がける
など、福岡県を拠点に活躍するイ
ラストレーター・大嶋さち子氏が、
町内の地域資源を水彩画イラスト
で描写。思わず足を止めたくなる
美しい作品の数々をお見逃しなく。

7月の福岡県同和問題啓発強調月
間にあわせ、市場小・赤池中の児童
生徒が制作した人権作品を展示し
ます。子どもたちが一生懸命に創
作した作品を鑑賞しながら、人権
について見つめ直してみませんか。

我が町を描いた美しい水彩画をもう一度

企画展『福智五十八景』

子どもたちならではの視点から考えよう

児童・生徒の人権作品展

乳幼児向け

開館時間 10:00-19:00 ／福智町赤池970-2 ／☎ 28-2855

ふくちのち便り

期間▲6月2日 （日）～30日 （日）
場所▲1 階 企画展示室

PICK UP

◆大人の折り紙教室
　6/5 （水）10:10-12:00

◆おはなし会
　6/6・20 （木）11:00-11:30

◆ぶらんこさんのおはなし会
　6/8 （土）11:00-11:30

◆上映会
　「猫侍」
　6/8 （土）14:00-15:45

◆ＢＯＸフラワー講座
　6/9 （日）13:30-14:30

◆おはなし会
　6/9・23 （日）14:00-15:00

◆赤いふうせんさんのおはなし会
　6/15 （土）11:00- 未定

◆上映会
　「おじゃる丸 マロのゆかいな世界」
　6/15 （土）14:00-14:45

◆子どもの折り紙教室
　6/22 （日）11:00-11:45

【6月の休館日】

 1 日（土）　4 日（火）　11日（火）

18 日（火）25 日（火）

毎月１日・毎週火曜日は休館です。

新 着 本

幻の彼女
酒本歩／著（光文社）

現代湯治
全国泉質別温泉ガイド
日本温泉科学会／監修（淡交社）

一
般
書

くもとそらのえほん
五十嵐美和子／作・絵（PHP研究所）

いまのわたしにできること
リサ・パップ／作（WAVE出版）

かわいいパッケージクラフト〔2〕
平田美咲／作（汐文社）

文房具を使いこなす❹
WILLこども知育研究所 / 編（フレーベル館）

児
童
書

チコちゃんに叱られる
NHK「チコちゃんに叱られる！」制作班／編

（小学館）

科学でアートを見てみたら
ロイク・マンジャン／著（原書房）

 翌月のイベントを少しだけ紹介！

来月のふくちのちは…！？
NEXT MONTH

INFORMATION

●クラモト花店 ワークショップ ● 平和企画展
※内容は変更になる場合もあります｡ 詳しくはお問い合わせください｡　  …有料   　  …要申込

同和問題啓発強調月間とは
日本の歴史的過程の中で形成された
人権問題について、正しい知識と認
識を深め、解消していくことを目的と
した県内の啓発活動強化月間のこと。

心
映
の
投
句

俳
句
・
短
歌
教
室
の
詠
歌
紹
介

NO：DATE：

●観光サイト「ゆた～っとふくち旅」へ→
町の魅力は

ＨＰもチェック！

小
六

小
三

名
城
の 

金
の
鯱

し
ゃ
ち
ほ
こ 

風
光
る

桔き

梗
き
ょ
う

の
芽 

す
で
に
気
品
の 

濃こ

紫
む
ら
さ
き

夕
お
ぼ
ろ 

笑
っ
て
済
ま
す 

物
忘
れ

ふ
き
の
た
う 

苦
く
も
甘
き 

恋
の
味

磯い
そ

桶お
け

に 

海
の
青
さ
や 

海あ

女ま

の
笛

デ
イ
ケ
ア
の 

会
話
ち
ぐ
は
ぐ 

麗う
ら
ら

か
に

無
人
駅 

桜
の
花
で 

お
も
て
な
し

潔
し 

花
雑
踏
に 

凜
と
散
る

電
話
番 

か
ね
て
テ
レ
ビ
を 

見
る
日
永

建
部
三
由
紀

長
副
美
恵
子

松
岡　

蔦
枝

桂　
　

啓
子

岩
井　

童
子

西
田　

真
美

清
原
サ
ヨ
子

二
宮　

正
人

植
木　

チ
エ

馬
郡　

京
子

熊
谷
カ
ツ
ミ

大
久
保
幸
子

日
高
八
重
子

福
島
ソ
マ
子

井
上
サ
ワ
子

山
田　

花
子

かつて炭鉱産業で栄えていた福智町。

地上の事務所から200ｍ以上地下に

ある坑道への業務連絡は有線で繫い

だ坑内電話が使用され、 私たちが普段

使用している携帯電話がなかった時代、

地上と地下を繫ぐ唯一の連絡手段とし

福
智
山 

町
お
き
ざ
り
に 

霞
み
け
り

引
く
鴨
に 

湖う
み

渺
び
ょ
う

々
び
ょ
う

と 

波
の
綺き

羅ら

教
へ
子
も 

い
つ
し
か
親
に 

鯉こ
い

幟
の
ぼ
り

可
愛
さ
は 

曾ひ
　
ま
ご孫
の
仕
草 

花
辛こ

ぶ

夷し

入
学
の 

制
服
買
ひ
の 

親
子
か
な

詩う
た

を
読
み 

今
日
も
元
気
に 

過
ご
し
け
り

立
ち
初そ

め
し 

孫
の
一
歩
や 

春
の
風

て重宝されていました。 町内で実際に

使用されていた坑内電話は、 図書館・

歴史資料館「ふくちのち」で展示中です。

炭塵爆発に備えて防爆装備された坑内電話

●最先端の電話機

池
田　

駒
女

大
井　

良
治

木
村　

誠
一

千
手　

弘
子

髙
津　

澄
子

藤
井
耿
之
介

山
本
ひ
ろ
し

（
氏
名
五
十
音
順
）

絡
み
合
ひ 

飛
び
交
ふ
雨う

後ご

の 

蝶
二
つ

節
く
れ
の 

手
足
は
履
歴 

和
布
干
す

葉
を
透
き
し 

鳴
き
声
風
の 

百
千
鳥

風
に
揺
れ 

自
在
変
化
の 

花
筏

山
麓
の 

一
戸
励
ま
す 

鯉こ
い

錦
に
し
き

奈
良
恋
へ
ば 

七
堂
伽が

藍ら
ん 

八
重
桜

た
ち
ま
ち
に 
化
け
た
る
妻
の 

花
衣

蕗
の
薹
句
会

▶先月ふくちのちで開催さ
れた「～書を想う～藤本祥
鴻遺墨展」の取材時に妻の
鈴子さんが藤本先生の生涯
を「自分が信じた書の道を
ひたすらに生きた人生だっ
た。書は（祥鴻氏が）生き
た証です。」と一言。表現
者としての教訓が凝縮され
たこの一言が、今でも心に
残っています。まだまだ広
報ひよっこの私ですが、い
づれは誰かの心に残るよう
な広報紙を制作できるよう
自分なりの表現を追求して
いきたいと思います。（藤本）

010Jun.2019

鬼
杉
赤
池
俳
句
教
室

は
な
俳
句
会

れ
ん
げ
つ
む 

少
女
の
ほ
ほ
は 

恋
の
色

園
児
た
ち 

足
に
ぎ
や
か
に 

遠
足
す

西
田　

咲
笑

西
田　

芽
生

坑 内 電 話

▶防災は普遍のテーマです
が、どうすればより深く伝わ
るかを考え、朝倉市の取材
を企画しました。現地案内や
資料提供など、多大な協力
を頂いた今回の特集。悲惨
な災害を実体験した方 の々
言葉にはどれも重みがあり、
「伝えたい」という思いを強く
感じました。全員が繰り返
していた事前の準備と早め
の避難の重要性。昨年は町
にも大きな危機がありました。
この特集で少しでも何かを
感じて頂き、身を守る助け
になればと思います。（田代）
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国際車いすテニス大会交歓会言葉の壁を超えた心の交流

↓今年は選手と来場者の交流時間を例年より長く設け、子どもたちも外国人選手と積極的に対話。

　旧金田町とカナダ人選手の交流をきっ
かけに始まり、今年で29回目を数える
飯塚市国際車いすテニス大会の出場選手
をもてなす交歓会が、4月27日に金田体
育館で開催されました。熱戦を繰り広げ
た選手約40名を、獅子舞や吹奏楽演奏、
ダンスで歓迎。選手も餅つきや炭坑節な
どアトラクションに積極的に参加し、約
５百人の来場者との交流を深めました。

↓一時は存続が危ぶまれた稚児舞も、今年は昨年の倍以上の12人が参加。

南木菅原神社神幸祭地域一体で守り続ける伝統の稚児舞

　南木菅原神社（神崎）の神幸祭が５月２日から２日
間行われました。４～15歳の稚児が御旅所やほこら
など６箇所をめぐり練習を重ねた舞を奉納。地区の誰
もが一度は体験するこの稚児舞を経て、男性は獅子、
女性は笛を担当していきます。親から子へ、地域全体
で守られる伝統として今日まで受け継がれています。

令和元年度 福智町高齢者大学期待に胸膨らむ第二の学校生活を開始

↑新たに今年から赤池教室で始まった専門講座「版画」教室での講義風景。

　50歳以上の生きがいづくりの場として開催してい
る高齢者大学が、5月14日から開校しました。年間
22回の講義では、日帰りバス研修や著名講師による
講演などの特別な企画も実施。今年から新たな専門
講座「版画」と「実用書道」が加わり、総勢137名の受
講生は、新しい学びとの出会いに心を踊らせています。

上野焼春の陶器まつり陶の里が活気づいた春の恒例催事

↓天候が優れない中でも、昨年同等の販売額を記録。好天時には屋外も盛況に。

　上野焼協同組合加盟13窯元による「春の陶器まつ
り」が４月26日から４日間開催され、約５千人の陶芸
ファンが上野を訪れました。各窯の個性豊かな作品
が所せましと並び、割引商品が多いことも魅力。来場
者は一つひとつ違う釉薬の風合いや感触を確かめる
ように手に取り、お気に入りの逸品を探していました。

↓故・藤本祥鴻氏の作品を前に微笑む妻・藤本鈴子さん㊨と実兄・藤本昭さん。

～書を想う～ 藤本祥鴻遺墨展名書家の渾身の表現による遺作を展示

　西日本書美術展で大賞を受賞するなど、多数の入
賞歴をもつ書道家・藤本祥

しょう

鴻
こう

氏（赤池）の遺墨展が「ふ
くちのち」で４月17日から５日間行われました。生前
に書き上げた思いのこもる47点を一挙に展示。妻
の鈴子さんは「夫が生きた証である書が、多くのかた
の目に触れてうれしいです」と感慨深い様子でした。

金田菅原神社神幸祭子どもが主役 豊作願う金田の春祭り

↑大人顔負けの「オーラーヤッサ」のかけ声で、元気に地区内を運行（宝見）。

　金田菅原神社の神幸祭が４月13日から２日間行わ
ました。豊作を願うこの祭りは長らく途絶えていま
したが、青少年の健全育成を目的に平成９年に復活。
子どもが主役の春の風物詩として地域に根付いてい
ます。今年も宝見・町部・上金田の３地区が山笠を建
立し、囃

はや

子
し

と威勢のいいかけ声が春空に響きました。

定藤寺の藤まつり満 開の迎藤の藤がまつりを彩る

↑藤棚の下を７人の虚無僧が進んでいく幻想的な世界が多数の来場者を魅了。

　福岡県の天然記念物に指定されている定禅寺の「迎
接の藤」が４月29日の藤まつりに合わせて満開を迎
え来場者を喜ばせました。当日はあいにくの空模様で
したが、大型連休中に帰省した家族連れなども多く
来訪。一面の薄紫の中、虚無僧による尺八奉納など
厳かな祭事が行われ、藤のさらなる長寿を願いました。
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みんなでつくる
ごきげんなページ“ふくたま”

HAPPY
BIRTHDAY

6月生まれ

林タツエさん宅で「人型大根」収穫

足利尊氏ゆかりの興国寺で花まつり

ふくちのち館長がマスターズ陸上で優勝

少年野球の方城ヤンキースが初公式戦

　林タツエさん（金
田）宅の畑で、巨
大な大根が収穫さ
れました。夫婦で
30年以上農作物
を育てる林さんで
も見たことがない

という大きさ。「まるで人のよう」と大根をわが子のように
抱えながら、見物に来た隣人とも会話が弾んでいました。

　お釈
しゃ

迦
か

様の誕生
を祝う「花まつり」
が５月８日に興国
寺で行われました。
参拝者は境内に特
設された花御堂内
の釈迦像に甘茶を

注ぎ、無病息災の願いを込めて参拝。感謝の気持ちを胸
に口いっぱいに広がる甘みと味わいを堪能していました。

　ふくちのち館長の井上憲治
さんが、５月５日の福岡マス
ターズ陸上競技選手権大会の
男子シニア200ｍの部で見事
優勝しました。28.61秒の好
タイムを記録した井上さんは、

「今のタイムに満足せず、自分
の限界に挑戦したい」と次の九
州大会に向け、力を込めました。

　昨年創部した少
年野球チーム「方
城ヤンキース」が
５月１日に初の公
式戦に挑みました。
緊張の中迎えた初
大会、力及ばず初

戦敗退しましたが、この経験を次の躍進につなげたいと前
を向きました。　　　　　 仲島会長 ☎080-5495-4478

↑
林
さ
ん
の
野
菜
は
地
域
で
も
大
好
評

↑
丁
寧
に
甘
茶
を
注
ぐ
上
野
保
育
園
児

↑
創
部
時
の
８
人
か
ら
部
員
も
増
加
中

子育て支援センターで緊張の初顔合わせ 青空泳ぐ神崎保育所の手作りこいのぼり
　就学前の親子の
ふれあいの場とし
て親しまれている

「子育て支援セン
ター」。４月12日
に利用者と職員の
自己紹介と施設紹

介が行われ、今年度の活動が本格的に始まりました。昨年
度は利用者が１.5 倍に増加するなど、町内外で好評です。

　神崎保育所の園
児が制作したこい
のぼりが、4月29
日に所内で揚げら
れました。似顔絵
や折り紙、手形な
どで飾られた３匹

のこいのぼりは、園児50人が 1週間かけて制作。青空を
泳いだ瞬間、園児からは歓声と笑顔があふれていました。

↑
緊
張
も
徐
々
に
ほ
ぐ
れ
る
利
用
者
た
ち

↑
こ
い
の
ぼ
り
が
泳
ぐ
姿
を
見
守
る
園
児

福智すいとん隊がご当地グルメをPR
　トヨタ自動九州

（宮田工場内）で
4 月 14 日に開催
されたトヨタスプ
リングフェスタで

「方城すいとん」な
どを販売し、福智

町を宣伝しました。正午前には用意していた全てが完売。
福智ご当地グルメとして、着実にファンを増やしています。

↑
方
城
す
い
と
ん
は
若
い
女
性
に
も
好
評

空手道・拳修館の２人が殊勲のメダル
　直方市で３月 31日に行わ
れた養秀館空手道大会で、植
髙聖くんが幼年の部で準優勝、
神田颯馬くんが中学１年の部
で３位に入賞。鍛錬の成果のメ
ダルを手に笑顔を見せました。
　　　　　 練習日時▶月・水17
時30分～ 場所▶金田小体育館 
問拳修館 ☎090-8763-7977

↑
拳
修
館
で
鍛
錬
に
励
む
植
髙
く
ん
（
右
）と
神
田
く
ん

↑
短
距
離
走
歴
６
年
、
２
百
ｍ
の
自
己
ベ
ス
ト
は
26
・
62
秒

部員募集中！

部員募集中！

申込期限は毎月お誕
生月の前月10日（土・
日・祝日の場合は翌開
庁日）。7月生まれのお
子さんは6月10日月
までに写真またはデー
タを提出してお申込み
ください。（締切厳守）
▶広報係 ☎22-7766

笑顔募集中！

有
あり

吉
よし

 樹
き

央
ひろ

くん❶
H30.6.1 生（金田 本町）

重
しげ

森
もり

 結
ゆ

心
の

ちゃん❶
H30.6.5 生（赤池 生力 NT）

吉
よし

田
だ

 海
かい

翔
と

くん❶
H30.6.5 生（金田 敷島）

畠
はた

中
なか

 都
と

羽
わ

くん❶
H30.6.25 生（赤池 西町）

森
もり

 琴
こと

音
ね

ちゃん❷
H29.6.1 生（神崎 飯土井）

森
もり

野
の

 煌
こう

大
だい

くん❷
H29.6.7 生（金田 平原団地）

堤
つつみ

 菜
な

々
な

美
み

ちゃん❸
H28.6.21 生（弁城 草場）

福
ふく

冨
とみ

 海
かい

成
せい

くん❷
H29.6.8 生（伊方 西古門）

渡
わた

邊
なべ

 琥
ら

依
い

煌
が

くん❷
H29.6.25 生（赤池 伏原）

林
はやし

 娃
あい

里
り

ちゃん❷
H29.6.26 生（上野 今屋敷）

吉
よし

田
だ

 彩
は

花
な

ちゃん❷
H29.6.26 生（弁城 新町）

葛
くず

原
はら

 仁
じん

くん❸
H28.6.10 生（弁城 浄満寺）

児
こ

玉
だま

 愛
あい

桜
ら

ちゃん❸
H28.6.21 生（弁城 春田）



6.16
投票所 対象地区
第1 投票所／金田保健センター ▶金田地区、神崎地区

第2 投票所／方城中学校 ▶伊方地区（一部除く） 

第3 投票所／方城支所 ▶弁城地区、伊方地区の一部

第4 投票所／上野小学校 ▶上野地区

第5 投票所／コスモス保健センター ▶赤池地区、市場地区

7：00 20：00

町長選挙福
智
町

問 福智町選挙管理委員会 ☎22-0555（役場代表）SUN
日

忘れずに投票を！

満18歳以上（平成13年6月17日までに生まれた人）
で平成31年3月10日までに福智町に転入手続きを
し、引き続き福智町に住民基本台帳の登録がある人。

投票できる人

公職選挙では家族や他人の投票に干渉することは
禁止されています。投票所内での相談や指示、携
帯電話等の使用は禁止されていますのでお止めくだ
さい。投票で不明な点はお気軽にお尋ねください。

投票所での注意事項

「身体障害者手帳（１級～３級）」もしくは「戦傷病者
手帳（特別項症及び第 1 項症～第３項症）」の交付
を受けている人、または「要介護者（要介護５）」の
人は郵便で投票できる場合があります。確認などの
手続きに時間を要しますので、お早めに福智町選
挙管理委員会までお問い合わせください。

郵便等投票制度

投票所入場券の裏に「宣誓書」が記載されていますので、事前にご自宅など
で必要事項を記入していただくと、 スムーズに期日前投票が行えます。

期日前・不在者投票期間
６月12日水～６月15日土
8：30～20：00 / 金田保健センター（金田駅裏）

告示日（立候補者受付）
6月11日火 8：30～17：00

投票日 : 6月16日午前7時から午後8時まで

　 広報ふくち  ■ 発行 ／ 福智町（本庁）〠 822-1292 福岡県田川郡福智町金田937番地２  ■ URL ／ http://www.town.fukuchi.lg.jp

　　　　　　  ■ 編集 ／ 福智町役場  TEL 0947-22-0555  FAX 0947-22-3500  ■ 印刷 ／ 川崎印刷
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